




































                                                                
1   本稿では上代語と中古語とを合わせて「古代語」と呼ぶ。 









(3) 一年間休んでの予定通りの復活で……（朝日 83年 1月） （姫野 1983:30(3)） 
(4) 新潟の実家へ行っての帰り，スピードの一斉取り締まりにあいました。 








                                                                
2「ての」を含んだ個別の形式の検討として中世の抄物資料に見られる「～テノ用ハ」を扱った
小林（1995）があるが、本稿の議論と直接に関わるものではない。 






























(5) かねて のあらまし（徒然草・一八九段）                                          （森野 1973:120①） 
(6) 忘れじ の行末まではかたければ今日を限りの命ともがな 
（新古今集・一一四九）（森野 1973:121②） 











                                                                
5   森野（1973:121）はこの「かねて」については「語源はともかく、ここでは副詞として処理し
てよい」と述べている。 






 (C)少将の返事には、「……」と言へば、少将いとほしく（落窪）                      （小田 2015:333(3)） 
 (D)十月に朱雀院の行幸あるべし。（源・若紫）                                                             （小田 2015:333(5)） 




(8) ［君や来む我や行かむ］のいさよひに（古今 690）                （小田 2015:329(1)） 
(9) わが身つらくて、［尼にもなりなばや］の御心つきぬ（源・柏木） 
（小田 2015:330(5)） 









の後は（万 821）                                                                  （小田 2015:330(12)） 
(12) 女宮に物語など聞こえ給ひて
、
のついでに（源・浮舟）   （小田 2015:330(13)） 
(13) 大輔などが若くて
、
のころ（源・東屋）                                    （小田 2015:330(14)） 
(14) 成信の中将出家して
、








                                                                





























表 1 「ての」に前接する形式 
 
 










10  なお、①の動詞については 31語あるうちの「飲む」、「つく」、「言ふ」、「出づ」の 4語が他動詞
であり、残りの 27語が自動詞であった。詳細は稿末の資料 2に示した。 
11  ただし、丹羽（2006:233 注 3）は形容詞が前接する場合でも下接する名詞が動作を表す場合
（「叱られるのが怖くての｛面会／仕事｝」）には可能となることを指摘している。 
前接する形式 例 形式数 用例数
①動詞 流る，罷る，成る，上がる，濡る，生く，… 31 57
②名詞＋す 物語す 1 1
③動詞＋動詞 あひ見る，おくりおさむ，言ひ言ふ 3 6
④動詞＋補助動詞 かくれ給ふ，くだり侍る，つき給ふ，… 9 10
⑤動詞＋助動詞＋補助動詞 かくれさせ給ふ，過ごさせ給ふ，渡らせ給ふ，… 6 8
⑥動詞＋補助動詞＋助動詞 語り聞こえさす 1 1
⑦動詞＋補助動詞＋助動詞＋補助動詞 思ひ聞こえさせ給ふ 1 1
⑧形容詞 若し 1 1
計 53 85








と言える。特に「後」（のち）が 22 例と最も多く、次いで「世」が 10 例、「頃」が 8












                                                                































は「ての」に前接する形式を A、下接する形式を Bとして「Aての B」をひとつの句
として捉える14。表 3に「AてのB」に下接する助詞ごとに文中での働きを示した。 
 





















助詞 φ は に の も と ぞ には にも
副詞句 23 8 11 0 3 0 3 1 2
名詞句 2 6 1 10 1 2 0 1 0
その他 0 0 0 0 1 1 0 0 0
計 25 14 12 10 5 3 3 2 2
助詞 を をぞ をこそ こそ ばかりの しも をも とも 計
副詞句 0 0 1 1 0 1 0 0 54
名詞句 2 1 0 0 1 0 1 1 29
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 2
計 2 1 1 1 1 1 1 1 85































































                                                                









では「あがりての世」は 3例、「あがりての人」は 1例、「のぼりての世」は 1例見られた。 
『筑波日本語学研究』  第二十三号  筑波大学  人文社会科学研究科  日本語学研究室 2019 
 




























































しうなりたるころ、文おこせたり。                                         （枕草子・第八〇段） 







































                                                                
21  他にも井口（1992）、許（2001）、スンタラ（2009・2014）などの研究がある。 
古代語の「ての」について（菊池そのみ） 
 














































(40) 一年間休んでの予定通りの復活で……（朝日 83年 1月） 
（姫野 1983:30(3)、再掲(3)，(37)、下線は筆者） 
(41) それは、べつに深く考えての言葉でも、根拠のある忠告でもなかった．  










ん報酬はなし。 （朝日81年8月）（姫野1983:35(22)、再掲(39) 、下線は筆者） 
(43) 借金返済に追われての無理心中                            （丹羽 2006:221(6)、下線は筆者） 



















(45) かきわけて重労働する                   （(42)に相当する連用修飾節の「て」節） 
(46) 追われて無理心中する                   （(43)に相当する連用修飾節の「て」節） 













（毎日新聞 2000.1.22夕）（丹羽 2006:222(12) 、下線は筆者） 
(50) その参内をおわっての午後、義昭は本圀寺の館に信長をまねき、信長のため









































連体化のタイプ 名詞のタイプ 古代語 現代語
(A)連用修飾節の連体化 動作性名詞 × ○






























                                                                
27 現代語の「ての」に関わるいわゆる複合助詞の研究では山田（2002）、杉本（2014）などによっ
て連用形、「ての」形、連体形の出現頻度が複合助詞によって異なることが指摘されている。例
えば、「～に関しての N」には対応する形式として「～に関する N」、「～に関して V する」、「～
に関し Vする」があるが、「～についての N」に対応する形式として「～につく N」は不自然で
あるといった例がある。 






















































































資料 1 資料ごとの用例数（空欄は用例無し） 
 
歌 詞書 会話文 心内話文 地の文 その他 計
萬葉集 3 1(左注) 4
古今和歌集 3 3 6
後撰和歌集 2 4 6
拾遺和歌集 3 2 5
後拾遺和歌集 5 3 8
金葉和歌集 4 4
詞花和歌集 1 1
千載和歌集 1 5 6
新古今和歌集 1 2 3






源氏物語 2 7 3 12
堤中納言物語 1 1
更級日記 1 1
夜の寝覚 1 1 2
浜松中納言物語 2 2
狭衣物語 2 2
大鏡 2 5 7
栄花物語 7 7
讃岐典侍日記 1 1






資料 2 「ての」に前接する形式の詳細（空欄は用例無し） 
 
会話文 心内話文 地の文 歌 歌 詞書 その他
流る 1 1 3 5 10
罷る 5 5
成る 1 1 2 4
上がる 4 4
濡る 3 3
生く 1 1 1 3
寄る 2 2
























②名詞＋す 物語す 1 1


















⑥動詞＋動詞＋助動詞 語り聞こえさす 1 1
⑦動詞＋動詞＋助動詞＋動詞 思ひ聞こえさせ給ふ 1 1
⑧形容詞 若し 1 1
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（2018年 10月 15日受理） 
会話文 心内話文 地の文 歌 歌 詞書 その他
後 1 1 3 15 1 1(左注) 22
世 5 1 1 3 10
頃 1 1 6 8
名 1 1 2 4
秋 3 3
年 1 2 3
ついで 3 3





























計 16 2 16 8 22 20 1 85
下接する形式
散文資料 韻文資料
計
